
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
七
日
受
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（
質
問
の 

二
三
） 

答

弁

第

二

三

号 
   

衆
議
院
議
員
瀬
野
栄
次
郎
君
提
出
農
薬
行
政
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
七
第
二
三
号 

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
灘 

尾 

弘 

吉 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

大 

平 

正 

芳 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
瀬
野
栄
次
郎
君
提
出
農
薬
行
政
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

農
薬
事
故
に
よ
り
犠
牲
者
が
出
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
農
林
水
産
省

に
お
い
て
も
低
毒
性
農
薬
の
開
発
、
農
薬
危
害
防
止
運
動
の
展
開
等
に
よ
る
安
全
か
つ
適
正
な
使
用
の
推
進
を

図
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得
て
農
薬
の
使
用
に
伴
う
事
故
の
未
然
防
止

に
万
全
を
期
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

1 

使
用
禁
止
等
の
措
置
が
な
さ
れ
た
農
薬
の
禁
止
等
の
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

(一 ) 

有
機
り
ん
系
農
薬
（
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
、
メ
チ
ル
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
及
び
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
剤
） 

人
畜
に
対
す
る
急
性
毒
性
が
強
く
、
そ
の
使
用
に
よ
る
中
毒
事
故
等
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
つ
た
た 



2 

国
内
に
お
け
る
販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
農
薬
の
最
近
三
年
間
の
相
手
国
別
輸
出
量
は
、
輸
出
業
者
か
ら

の
報
告
に
よ
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

(三 ) 

有
機
水
銀
系
農
薬 

(二 ) 
有
機
塩
素
系
農
薬
（
Ｄ
Ｄ
Ｔ
剤
及
び
Ｂ
Ｈ
Ｃ
剤
） 

残
留
性
が
強
く
分
解
し
に
く
い
こ
と
等
か
ら
、
そ
の
使
用
に
よ
り
、
作
物
及
び
環
境
を
汚
染
す
る
お
そ

れ
が
あ
つ
た
た
め
、
農
薬
取
締
法
に
基
づ
き
、
販
売
を
禁
止
し
た
。 

Ｂ
Ｈ
Ｃ
原
体 

め
、
生
産
中
止
の
行
政
指
導
を
行
つ
た
。 

有
機
水
銀
剤
の
使
用
に
よ
り
水
銀
が
玄
米
中
に
微
量
で
は
あ
る
が
残
留
す
る
事
実
が
判
明
し
た
こ
と
等

か
ら
、
使
用
中
止
の
行
政
指
導
を
行
つ
た
。 

昭
和
五
十
一
年 

マ
レ
ー
シ
ア 

一
、
〇
七
〇
ト
ン
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム 

九
四
〇
ト
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ 

四 

 



Ｄ
Ｄ
Ｔ
原
体 

昭
和
五
十
二
年 

タ
イ 

八
九
ト
ン
、
合
計 

八
九
ト
ン 

昭
和
五
十
一
年 

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム 

五
〇
ト
ン
、
ケ
ニ
ア 

四
〇
ト
ン
、
合
計 

九
〇
ト
ン 

昭
和
五
十
三
年 

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム 

一
、
二
〇
〇
ト
ン
、
カ
ナ
ダ 

八
六
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
・
ジ
ー
ラ
ン 

昭
和
五
十
二
年 

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム 

五
四
〇
ト
ン
、
ア
ル
ゼ
ン
テ
ィ
ン 

九
九
ト
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア 

 

 

二
三
九
ト
ン
、
合
計 

一
、
六
六
七
ト
ン 

リ
ア 

二
五
六
ト
ン
、
タ
イ 

五
〇
ト
ン
、
そ
の
他 

一
三
ト
ン
、
合
計 

二
、
三 

ド 

五
一
ト
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド 

四
七
ト
ン
、
南
ア
フ
リ
カ 

四
四
ト
ン
、
そ
の
他 

五
八
ト
ン
、
カ
ナ
ダ 

三
八
ト
ン
、
イ
ン
ド 

三
一
ト
ン
、
そ
の
他 

七
九
ト
ン
、 

二
九
ト
ン 

合
計 

八
四
五
ト
ン 

五 

 



三
に
つ
い
て 

3 

国
内
に
お
け
る
販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
農
薬
の
輸
出
は
、
輸
入
国
側
の
食
糧
増
産
等
の
必
要
性
に
応
じ

て
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
農
薬
の
輸
出
は
「
公
害
の
輸
出
」
と
い
う
批
難
を
受
け
る
お
そ

れ
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
、
外
交
ル
ー
ト
を
通
じ
て
関
係
輸
入
国
政
府
に
対
し
、
我
が

国
に
お
い
て
こ
れ
ら
農
薬
の
販
売
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
説
明
し
た
。
更
に
、
輸
出
業
者
に
対
し
て

は
、
こ
う
し
た
事
情
を
相
手
方
に
説
明
の
上
商
談
を
行
う
こ
と
及
び
輸
出
に
当
た
つ
て
は
輸
入
国
政
府
が
当

該
農
薬
の
輸
入
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
書
類
を
添
付
し
て
事
前
に
通
商
産
業
省
の
確
認
を
受
け
る
よ
う

指
導
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
指
導
を
続
け
て
ま
い
り
た
い
。 

農
薬
取
締
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
当
時
に
お
け
る
最
新
の
科

学
的
知
見
に
よ
り
厳
格
な
検
査
を
実
施
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
急
性
毒
性
の
程
度
及
び
使
用
条 

昭
和
五
十
三
年 

〇 

六 

 



四
に
つ
い
て 

1 

混
合
農
薬
に
つ
い
て
は
、
そ
の
安
全
か
つ
適
正
な
使
用
の
確
保
を
図
る
見
地
か
ら
、
昭
和
五
十
二
年
十
月

に
混
合
製
剤
の
農
薬
の
急
性
毒
性
に
関
す
る
試
験
の
方
法
を
定
め
る
と
と
も
に
農
薬
の
登
録
申
請
に
際
し
、

所
要
の
急
性
毒
性
に
関
す
る
試
験
成
績
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
そ
の
結
果
に
よ
れ
ば

混
合
に
よ
り
著
し
く
毒
性
を
増
す
も
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。 

一
方
、
農
薬
危
害
防
止
運
動
等
を
通
じ
て
事
故
の
未
然
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
低
毒
性
農
薬

の
開
発
普
及
に
努
め
た
結
果
、
農
薬
事
故
件
数
は
漸
減
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
昭
和
四
十
六
年
の

農
薬
取
締
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
登
録
に
係
る
使
用
方
法
を
遵
守
し
、
危
険
防
止
方
法
を
講
じ
た
場
合
に
お

い
て
も
な
お
人
畜
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
農
薬
の
登
録
の
取
消
し
等
に
関
す
る
制
度
改
正
を
行
つ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

件
を
十
分
勘
案
し
、
所
要
の
危
険
防
止
方
法
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

七 

 



五
に
つ
い
て 

2 

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
で
は
、
農
作
物
に
対
す
る
薬
効
薬
害
を
中
心
に
検
討
し
、
農
薬
の
混
用
適
否

表
を
作
つ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
の
調
査
研
究
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
以
降
、
特
定
疾
患
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
調
査
研
究
班
に

お
い
て
継
続
さ
れ
て
い
る
。
研
究
の
重
点
は
、
本
疾
患
の
原
因
究
明
、
治
療
法
の
改
良
に
置
か
れ
て
お
り
、
原

因
究
明
に
つ
い
て
は
、
細
菌
若
し
く
は
ウ
ィ
ル
ス
、
免
疫
異
常
又
は
代
謝
異
常
と
の
関
連
、
発
症
に
関
連
す
る 

な
お
、
人
畜
に
対
す
る
相
乗
毒
性
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

1
で
述
べ
た
と
お
り
、
農
薬
の
混
合
使
用
に
よ

り
事
故
等
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
特
に
相
乗
毒
性
等
の
試
験
は
実
施
し
て
い

な
い
と
聞
い
て
い
る
。 

な
お
、
今
後
と
も
新
し
い
科
学
的
知
見
の
集
積
に
よ
り
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
農
薬
の
安
全
か
つ
適

正
な
使
用
の
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

八 

 



六
に
つ
い
て 

      

宿
主
の
素
因
の
問
題
、
あ
る
い
は
、
化
学
物
質
の
関
与
の
有
無
な
ど
、
多
角
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が

い
ま
だ
結
論
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。 

右
答
弁
す
る
。 

都
道
府
県
別
の
農
産
物
（
野
菜
及
び
果
実
）
の
集
荷
場
及
び
卸
売
市
場
の
数
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。 

九 
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